
 
 
 
 
 

  

昨年 12 月 21 日に行われた「セーフコミュニティ認証式典」で、上津小学校の子どもたちが、

「学校の安全の取組」について発表しました。 

下の写真は、子どもたち自らが取り組んだ「校内安全マップづくり」の様子です。上津小学校

ではこの他にも、安全安心の視点での校区探検マップの作成や安全な外遊びの奨励等を行ってい

ます。また、地域との連携による交通安全教室や安全学習等にも取り組んでいます。上津小学校

では、これらの取組を行いながら安全安心の意識や実践力を高めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「セーフコミュニティ」ってなに？ 

市民、いろいろな団体、市が連携しながら

けがや事故などを減らし、安全安心なまちづ

くりをしていこうとするもので、WHO（世

界保健機関）が推進する取組です。久留米市

は、上津小学校をモデル校とした「学校の安

全」の取組等が認められ、中核市及び九州の

自治体では初となるセーフコミュニティ国

際認証を取得しました。 

知・徳・体を育む教育活動 
・「くるめ学」による学力の育成 
・心を耕す美術館鑑賞 
・記録への挑戦で体力づくり 
・携帯電話やテレビとのつき合い方 
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久留 米 市で は 、教 育振 興 基本 計 画と して 策 定し た「 第 2 期 久 留米 市 教育

改革 プ ラン 」に お いて 、地 域 や学 校 と連 携 しな が ら、子ど も たち の「 生 き

る力 」 の育 成 のた め、 取 組等 を 進め てい ま す。 

特 に 重 点 的 に 取 り 組 ん で い る 「 学 力 の 保 障 と 向 上 」「 不 登 校 の 予 防 と 対

策」 に つい て 、今 年度 の 成果 な どを 紹介 し ます 。  

 

■学習支援ボランティアの協力により、授業以外で学習する子ども
が増えています 

○学習支援ボランティア事業 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
■不登校生徒の校内での「居場所」である校内適応指導教室の充実 

を行いました 
○校内適応指導教室の仕組み 

 

「笑顔で学ぶくるめっ子」に向かって 

平成 25 年度の主な事業の成果 

 

平成 25 年度から、放課後の学

習支援事業を、全ての市立小学校

(46 校)及び中学校(17 校)に拡大

しました。地域の方や学生のボラ

ンティアを派遣し、先生と協力し

て、放課後に子どもたちの宿題や

授業の復習などの手伝いを行って

います。 

平日に授業以外で「ほとんど勉

強しない」児童生徒の割合につい

ては、平成 23 年度と比べて小学

校 5 年生で 1.6 ポイント、中学校

2 年生で 4.5 ポイント減少してお

り、学習習慣の定着の効果が現れ

ています。 

平成 25 年度は、不登校の生

徒の居場所である「校内適応指

導教室」において、教育相談や、

学習支援を行う助手を、既に配

置している４中学校に加え、新

たに７中学校に配置しました。 

校内適応指導教室の助手は、

担任の先生などと連携して、相

談活動や学習支援などを通し

て、生徒のストレスの軽減や不

登校の原因などを探り、段階的

に学級へ復帰できるように支援

を行っています。 

 

 

久留米市教育委員会 

市内小中学校 

補充学習 

派遣依頼

派遣校決定

学習指導久留米市教育委員会

市内大学等・地域ボランティア 

市内小中学校

補充学習 

派遣依頼

派遣校決定

学習指導

日
程
等
の
調
整 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

学校復帰  学級復帰  

不 登 校 生 徒に 校 内 での
居場所をつくり、学級復
帰支援を行う。 

校内適応指導教室助手  校内適応指導教室  

家 庭  学 級  

 

市内 11 中学校に、週 25 時間の勤務体

制で2～3名の校内適応指導教室助手を

配置する。 
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知・徳・体を育む教育活動 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
                      
 

                       

                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市立小・中学校では、自ら探究を深め、

くるめを愛する子どもを育てる「くるめ学」

の授業を行っています。 

 写真は、山川小学校の「伝えよう！くる

めのエジソン 田中久重」の学習の様子で

す。郷土の出身者である田中久重のことを

市民にもっと知ってもらおうと学習しまし

た。からくり振興会の方々の思いや考えを

聴き、自分たちにできる PR 作戦を考えて

いきました。このように、自分たちで調べ

たことをまとめたり説明したりすることを

通して、課題を解決するための思考力・判

断力・表現力を育成しています。 

市が推進している子どもたちの「健やか

な体」の育成のため、各学校では「１校１

取組」を行っています。 

写真は、三潴小学校の外遊びチャレンジ

タイム(なわとび)の様子です。子ども達

は、記録の向上のために、お互いにとび方

を教えたり、回数を数えたりしています。

このように、目標に向かって挑戦し、最後

までやり通すことにより、健康の増進と体

力の向上を図っています。また、なわとび

認定証をもらうことにより、自尊感情の高

揚にもつながっています。 

記録への挑戦で体力づくり  

 

市教育委員会では、市立中学校の第１学年

の生徒を対象に「豊かな心」や「郷土を愛し

誇りに思う心」を育成するために、美術館鑑

賞のためのバス借り上げ事業を実施してい

ます。 

写真は、１月１４日に石橋美術館を訪れ、

ボランティアガイドから説明を受けている

高牟礼中学校の生徒の様子です。「海の幸」

など郷土の画家の教科書にも掲載されてい

る数多くの名画を鑑賞し、美術の素晴らしさ

にふれていました。 

心を耕す美術館鑑賞 

「くるめ学」による学力の育成 

 

 



 
 

 
 
 
 平成２５年度の全国学力・学習 

状況調査報告によると、携帯電話 

の使用状況やテレビ・ビデオ・Ｄ 

ＶＤなどの視聴状況と学力実態と 

の関連が報告されています。近年、 

子どもたちへの普及が広まってい 

る携帯電話については、右のグラ 

フのとおり、「ほぼ毎日使用する」 

生徒に比べて、「持っていない」 

生徒の方が、テストの正答率が高 

い傾向にあります。 

 しかし、現代の子どもたちの生 

活の中では、携帯電話やテレビな 

どは、切り離せないものとなって 

います。そこで、携帯電話等の適 

切な使用方法について、家庭で話し合い、約束を実行することが大切です。 

 久留米市の子どもたちは、携帯電話などの使い方について、家庭での約束が守られていない傾

向が全国平均よりも高くなっています。それぞれの家庭で、上手な使い方ができているか、確認

してみましょう。 

屏水中学校校区では、次のような進んだ取組が行われているので、ご紹介します。                   

 

 

 

 

 
                    
 
 
 
 
 
 
 
     

特別奨学金は、経済的な理由により高等学校等に就学す

ることが難しい生徒に対して奨学金を給付する、久留米市

独自の制度です。平成 13 年に善意の寄附により始まりま

したが、寄附金が残り少なくなり、制度の存続が危ぶまれ

ています。本奨学金の制度を続けていくために、皆さまか

らの寄附をお待ちしております。 

※寄附金のうち、2 千円を超える額については、一定の限

度まで個人住民税及び所得税の寄附金控除の適用を受け

ることができます。 

特別奨学金スポンサー募集 

くるめっ子通信に関する 
お問い合わせはこちら 

久留米市教育委員会 総務・学校教育課 

〒830-8520 久留米市城南町 15 番地 3 

TEL0942-30-9213 ＦＡＸ 0942-30-9719 

E-mail:kyousou@city.kurume.fukuoka.ｊｐ 

 

 

スローメディアとは？ 

映像メディア（テレビ・ビデオ・ゲーム・携帯電話等） 

に接する時間を減らすことです。 

・月１回は、映像メディアのない生活を過ごす。 

・家族間の対話や友だちとの関わりを増やす。 

・子どもたちの生活リズム（早寝早起き・朝ご飯等）を 

整える。 

 

→すべての子どもの学力保障の土台づくり  

子どもたちの豊かな育ちのために 

 

 
「ＮＯ！ＴＶデー」で勉強や読書をしている様子  

屏水中学校校区スローメディアプロジェクトの紹介 

 

久留米市イメージキャラクター 

    

携帯電話の使用状況と教科正答率との相関関係
(福岡県中学校３年生）
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